
　

楯
縫
と
名
付
け
る
訳
は
、
所
造
天
下
大
神
（
ア
メ
ノ

シ
タ
ツ
ク
ラ
シ
シ
オ
オ
カ
ミ
）
の
鎮
座
す
る
宮
殿
（
杵

築
の
宮
）
造
営
を
指
示
す
る
天
神
の
側
の
勅
を
起
源
と

す
る
。
す
な
わ
ち
、
千
尋
（
ち
ひ
ろ
）
も
あ
る
長
い
栲

紲
（
た
く
な
わ
）
で
結
び
固
め
た
広
大
な
宮
殿
を
造
り
、

百
八
十
縫
（
も
も
や
そ
ぬ
い
）
の
白
楯
を
造
る
こ
と
を
命

じ
て
い
る
。
こ
の
勅
を
受
け
天
か
ら
下
っ
て
い
ら
し
た

の
が
天
御
鳥
命
（
ア
メ
ノ
ミ
ト
リ
ノ
ミ
コ
ト
）
で
、
こ

こ
で
大
神
の
御
殿
の
神
器
と
し
て
の
楯
を
造
り
は
じ
め

な
さ
っ
た
た
め
「
楯
縫
」
と
い
う
。

　

こ
こ
で
言
う
「
楯
」
と
は
戦
い
に
お
け
る
防
具
と
し

て
の
楯
で
は
な
く
、
祭
祀
に
用
い
る
も
の
で
、
板
に
装

飾
が
施
さ
れ
た
も
の
が
平
城
京
跡
の
遺
跡
か
ら
出
土
し

て
い
る
。
板
で
は
な
い
場
合
、
こ
の
時
代
ま
だ
木
綿
は

な
か
っ
た
の
で
、
麻
製
か
絹
製
で
あ
ろ
う
か
。

　

大
社
の
「
吉
兆
さ
ん
」
の
幟
旗
や
、
神
社
の
祭
壇
の

脇
に
飾
ら
れ
て
い
る
布
の
衝
立
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で

あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、「
縫
う
」
と
い
う
言
葉
も
「
造
る
」
と
同
意
語

で
あ
り
、
針
と
糸
で
縫
う
の
と
は
違
っ
て
い
る
。

※
所
造
天
下
大
神
と
は
、
大
国
主
命
の
こ
と
、
風
土
記
及
び
日

本
書
紀
の
記
述
に
な
ら
い
ま
し
た
。

※
千
尋
や
百
八
十
縫
な
ど
沢
山
の
長
さ
や
量
を
表
す
標
記
は
曖

昧
で
す
が
風
情
を
感
じ
ま
す
。
八
百
万
（
や
お
よ
ろ
ず
）
の
神

な
ど
の
表
現
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

※
栲
紲
と
は
、
楮
（
こ
う
ぞ
）
の
皮
で
作
っ
た
強
い
縄
の
こ
と
。

栲
（
ご
う
）
は
後
世
の
和
紙
の
原
料
で
あ
る
楮
の
古
名
で
す
。

楯
縫
郡

た
て
ぬ
い
ぐ
ん

お
ん
ぼ
ら
解
説

佐
香
神
社

玖く

潭た
ん

神
社

　

佐
香
神
社
は
島
根
県
出
雲
市
小
境
町
に
鎮

座
す
る
神
社
で
あ
る
。
別
名
、
松
尾
神
社
。
酒

造
の
神
と
し
て
酒
造
業
者
か
ら
の
信
仰
を
集

め
て
い
る
。

『
出
雲
国
風
土
記
』

　

楯
縫
郡
の
条
の
佐
香
郷
に
、
川
の
中
州
で

八
十
柱
も
の
神
が
集
ま
っ
て
御
厨
を
建
て
て
酒

を
造
り
、
１
８
０
日
も
の
間
宴
会
を
し
た
あ
と

解
散
し
た
と
い
う
説
話
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

配
神
の
百
八
十
神
は
こ
れ
を
意
識
し
た
も
の

と
い
え
る
。

　

『
出
雲
国
風
土
記
』
楯
縫
郡
の
条
の
在
神
祇

官
社
「
佐
加
社
」、
延
喜
式
神
名
帳
の
出
雲
国

楯
縫
郡
の
「
佐
香
神
社
」
に
比
定
さ
れ
る
。

享
保
２
年
（
１
７
１
７
年
）
の
地
誌
『
雲
陽
誌
』

の
小
境
村
の
項
に
「
松
尾
明
神
」
と
あ
り
、
そ

れ
に
よ
れ
ば
明
応
９
年
（
１
５
０
０
年
）
の
棟

札
が
あ
る
と
さ
れ
、
室
町
時
代
に
は
前
述
の
松

尾
大
社
の
祭
神
が
勧
請
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

江
戸
時
代
に
入
っ
て
も
松
江
藩
主
を
初
め
近

隣
の
出
雲
杜
氏
た
ち
の
崇
敬
を
集
め
て
い
た
。

明
治
に
入
り
社
名
を
「
佐
香
神
社
」
に
復
し
た

が
、
通
称
の
「
松
尾
神
社
」
も
併
用
さ
れ
て
現

在
に
至
る
。

　

例
大
祭
は
10
月
13
日
に
行
わ
れ
る
。

　

濁
酒
祭
（
ど
ぶ
ろ
く
ま
つ
り
）
と
も
呼
ば
れ
、

室
町
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
と
さ
れ
る
。

10
月
１
日
の
未
明
に
宮
司
自
ら
杜
氏
と
な
っ

て
神
酒
の
醸
造
を
行
い
、
祭
礼
の
前
日
に
国
税

庁
の
係
員
の
検
査
を
受
け
る
。

　

当
日
に
は
酒
造
業
者
た
ち
が
集
ま
り
、
安
全

を
祈
願
す
る
奉
納
祭
が
執
り
行
わ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
当
社
で
は
財
務
省
よ
り
、
祭
礼
の

た
め
に
毎
年
１
石
以
下
ま
で
の
ど
ぶ
ろ
く
の

醸
造
の
許
可
を
得
て
い
る
。

『
延
喜
式
神
名
帳
』

　

「
出
雲
国
楯
縫
郡
玖
潭
神
社
」
と
あ
る
式
内

社
で
、
昔
玖
潭
の
郷
の
総
氏
神
で
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
る
。

　

『
出
雲
国
風
土
記
』
の
玖
潭
郷
の
条
に
「
郡

家
の
真
西
五
里
二
百
歩
な
り
。
所
造
天
下
大
神

命
、
天
の
御
飯
田
の
御
倉
造
り
給
は
ん
と
こ
ろ

を
、
も
と
め
巡
行
り
給
い
き
。

　

爾
時
波
夜
佐
雨
久
多
美
乃
山
と
詔
り
給
い
き
。

故
、
忽
美
と
い
う
。
神
亀
3
年(

７
２
６
年)

字
を
玖
潭
と
改
む
。」
と
あ
る
。

　

「
所
造
天
下
大
神
」
と
は
、
当
神
社
の
祭
神

大
穴
牟
遲
命
（
オ
オ
ア
ナ
ム
チ
ノ
ミ
コ
ト
）
の

こ
と
で
あ
る
。

　

本
社
は
も
と
現
在
の
社
地
よ
り
２
０
０
０

メ
ー
ト
ル 

余
り
、
北
方
の
城
山
の
要
害
平
と

い
う
山
頂
に
あ
っ
た
が
、明
應
５
年(

１
４
９
６

年)

秋
、
回
禄
の
災
に
か
か
り
社
殿
こ
と
ご
と

く
焼
失
し
、
そ
の
際
御
神
体
は
西
の
方
に
あ
る

巨
厳
上
に
鎮
座
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
貴

女
社
に
奉
還
し
、
更
に
久
多
美
社(

五
社
明
神)

を
も
合
祀
し
て
、
玖
潭
神
社
と
し
て
新
た
に
社

殿
を
築
き
現
在
地
に
遷
し
た
。

【
出
雲
大
社
と
の
縁
】

　

主
祭
神
は
、
大
国
主
命
で
あ
っ
て
祭
神
を

同
じ
く
す
る
出
雲
大
社
と
の
縁
故
浅
か
ら
ぬ

た
め
、
寛
文
８
年(

１
６
６
８
年
）
３
月
に
は

前
例
に
な
ら
っ
て
、
出
雲
大
社
よ
り
古
材
木
を

賜
っ
て
お
り
、
延
享
元
年(

１
７
４
４
年
）
５

月
と
、文
化
６
年(

１
８
０
９
年
）10
月
と
に
は
、

素
鵞
社
の
御
内
殿
を(

現
本
社
の
御
内
殿
に
使

用)
、
明
治
14
年(

１
８
８
１
年
）
に
は
御
神
輿

(

現
天
満
宮
の
内
殿)

と
御
客
座
御
神
輿(

現
金

刀
比
羅
神
社
の
内
殿)

と
を
下
渡
さ
れ
て
い
る
。

主
に
平
田
地
域
で
栽
培
さ
れ
る

「
西
条
柿
」
を
、
半
生
タ
イ
プ
の

干
し
柿
に
し
ま
す
。
も
と
が
渋
柿

と
は
思
え
な
い
、
柿
本
来
の
甘
さ

が
凝
縮
さ
れ
た
ゼ
リ
ー
状
の
食
感

が
特
徴
で
す
。
ま
さ
に
天
然
の
ス

ウ
ィ
ー
ツ
で
あ
る
干
し
柿
は
、「
ス

イ
ー
ト
パ
ー
シ
モ
ン
」
の
名
で
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
ん
ぽ
柿
（
干
し
柿
）

写真提供：株式会社ユーラスエナジーホールディングス

ご朱印帳

縁結びあめ

「出雲国風土記に記された郡内人口」と「郡内と想定される現在の地域に住んでいる人口と世帯数」
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縁
結
び
神
社
（
宇
美
神
社
内
）

愛
宕
山
の
消
防
神
社

佐
香
神
社

一
畑
薬
師

ご
祭
神
は
、
伊
弉
諾
尊
（
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）
と
伊
弉
冊
尊
（
イ

ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）。
木
綿
街
道
沿
い
の
宇
美
神
社
（
う
み
じ
ん
じ
ゃ
）

の
境
内
に
合
祀
さ
れ
た
神
社
で
、「
縁
結
」
の
名
が
つ
く
神
社
は
「
出
雲
」

で
も
こ
こ
だ
け
と
の
こ
と
。
良
質
の
「
平
田
木
綿
」
を
集
め
栄
え
た

地
で
、
あ
な
た
の
願
い
を
紡
い
だ
糸
が
、
し
っ
か
り
ご
縁
に
結
ば
れ

ま
す
よ
う
に
。
ハ
ー
ト
型
の
絵
馬
に
託
し
て
み
て
は
。

※
久
多
美
（
く
た
み
）
社

※
多
久
（
た
く
）
社

※
佐
加
（
さ
か
）
社

※
乃
利
斯
（
の
り
し
）
社

※
御
津
（
み
つ
）
社

※
水
（
み
ず
）
社

※
宇
美
（
う
み
）
社

※
許
豆
（
こ
づ
）
社

※
同
社

〔
以
上
九
所
は
い
ず
れ
も
神
祇
官
社
（
じ
ん
ぎ
か
ん
し
ゃ
）。〕

※
許
豆
乃
社

※
又
許
豆
社

※
又
許
豆
社

※
久
多
美
社

※
同 

久
多
美
社

※
高
守
（
た
か
も
り
）
社

※
又
高
守
社

※
紫
菜
島
（
の
り
し
ま
）
社

※
鞆
前
（
と
も
さ
き
）
社

※
宿
努
（
す
く
ぬ
）
社

※
埼
田
（
さ
き
た
）
社

※
山
口
（
や
ま
ぐ
ち
）
社

※
葦
原
（
あ
し
は
ら
）
社

※
又
葦
原
社

※
又
葦
原
社

※
峴
之
（
み
ね
の
）
社

※
阿
牟
知
（
あ
む
ち
）
社

※
葦
原
社

※
田
々
（
た
だ
）
社

〔
以
上
十
九
所
は
い
ず
れ
も

不
在
神
祇
官
社
（
ふ
ざ
い
じ
ん
ぎ
か
ん
し
ゃ
）。〕

『
解
説
出
雲
国
風
土
記
』
本
文
・
現
代
語
訳
よ
り

松
尾
神
社
と
も
呼
ば
れ
、
酒
の
神
「
松
尾
」
様
の
名
を
い
た
だ
く
神

社
は
、
全
国
で
京
都
と
こ
ち
ら
の
２
社
の
み
。
主
祭
神
は
、
酒
造
り
と
、

薬
の
神
で
も
あ
る
久
斯
乃
神
（
ク
ス
ノ
カ
ミ
）。
日
本
酒
発
祥
に
も
関

る
神
社
は
、
国
税
庁
か
ら
、
一
石
の
「
ど
ぶ
ろ
く
」
醸
造
を
特
別
に

許
可
さ
れ
て
お
り
、
酒
造
関
係
者
が
集
う
例
祭
で
振
舞
わ
れ
る
。
全

国
八
百
万
の
神
々
を
も
て
な
す
と
さ
れ
る
「
出
雲
」
の
酒
。
適
量
で

あ
れ
ば
、「
酒
は
、
百
薬
の
長
」
と
も
、
美
白
効
果
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、

一
番
は
、
集
う
皆
を
「
笑
顔
」
に
す
る
効
果
で
は
。

目
の
お
薬
師
さ
ん
と
し
て
知
ら
れ
る
一
畑
薬
師
。
二
歳
児
詣
り
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
無
事
成
長
の
お
願
い
ど
こ
ろ
と
し
て
も
有
名
。
体
力

に
自
信
の
あ
る
方
は
、
ふ
も
と
の
山
門
入
り
口
の
石
段
か
ら
、
お
参

り
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
薬
師
本
堂
か
ら
見
下
ろ
す
宍
道
湖

と
北
山
の
見
事
な
景
色
に
じ
っ
と
目
を
凝
ら
す
だ
け
で
目
が
よ
く
な

り
そ
う
。

火
災
鎮
護
の
神
「
愛
宕
権
現
（
ア
タ
ゴ
ゴ
ン
ゲ
ン
）」（
秋
葉
権
現
）

を
祭
っ
た
、そ
の
名
も
「
消
防
神
社
」。
平
田
城
址
に
整
備
さ
れ
た
「
愛

宕
山
公
園
」
内
に
あ
り
、
毛
利
・
尼
子
の
激
し
い
戦
火
を
経
て
建
て

ら
れ
た
防
火
守
護
神
の
堂
宇
を
、
旧
平
田
町
消
防
組
が
、
町
な
ど
の

協
力
を
得
て
再
建
し
た
も
の
（
昭
和
11
年
７
月
６
日
遷
座
祭
）。
毎
年

消
防
団
が
祭
主
と
な
っ
て
、
市
内
の
無
火
事
と
市
民
の
安
全
を
祈
願

し
て
い
る
。
平
田
の
街
が
一
望
で
き
る
地
に
、
強
い
思
い
で
再
建
さ

れ
た
、
そ
ん
な
神
社
で
も
あ
る
。

楯
縫
郡
の
神
社

★

斐
川

←

平田小

愛宕山公園

県道250

県道232

松江 →

雲州平田駅
R431

出雲市役所
平田支所

木綿街道

愛宕山公園

平田中学校

↑小伊津

←大社

県道
232

出雲市役所
平田支所

平田船川

R431
松江→

雲州平田駅

P廻の奥池

動物広場 P

★

松江→←大社 R431

県道23

広域農道

ポプラGS

一畑電車北松江線

一
畑
口
駅

島根
ゴルフ
倶楽部

★

松江→←大社 R431

県道23
石段

石の大灯籠が2基

ポプラGS

山の駅

一畑電車北松江線

一
畑
口
駅

島根
ゴルフ
倶楽部

PWC

★ P

えんむすび じん  じゃ う　  み   じん  じゃ

縁結神社（宇美神社内）
さ    か　じん   じゃ

佐香神社
あ   たご   さん しょう ぼう  じん じゃ

愛宕山の消防神社 一畑薬師
いち ばた  やく  し

◆1300 年前にあった神社と現在状況
出雲国風土記 現在の神社 所在地

久多美社 玖潭神社 久多見町
久多美神社 東福真町

多久社 多久神社 多久谷町
佐加社 佐香神社 小境町
乃利斯社 能呂志神社 野石谷町
御津社 御津神社 三津町
水社 水神社 本庄町
宇美社 宇美神社 平田町

許豆社
許豆神社 小津町
許豆神社 小津町
許豆神社 十六島町

高守社 山口神社に合祀 鹿園寺町
紫菜島社 紫菜嶋神社 十六島町（許豆神社境内）
鞆前社 鞆前神社 坂浦町
宿努社 宿努神社 多久谷町
埼田社 　田神社 園町
山口社 山口神社 鹿園寺町
葦原社 葦原神社 西郷町
峴之社 峴神社 万田町
阿牟知社 能呂志神社に合祀 野石谷町
田々社 田々神社 美保町

宇美神社一畑薬師

大好き☆出雲！倶楽部で作成した「お願いどころマップ」

風土記の時代、入海と呼ばれた
宍道湖は現在よりも広大な湖で
した。
今の姿になったのは江戸時代に
なってからです。
松江藩 によって斐伊川の流路が
変更され、人為的に埋め立てら
れました。
現在の平田町、灘分町、斐川町
の広大な水田地帯はその時に出
来たものです。

入海と宍道湖
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十六島湾
路線名 斐川一畑大社線
 十六島直江停車場線
 市道十六島線
 市道多井釜浦塩津線
 風車管理道

釜浦町釜浦町釜浦町

相 代相 代相 代

小津町小津町小津町
多 井多 井多 井

塩津町塩津町塩津町

美保町美保町美保町

十六島鼻十六島鼻十六島鼻

十六島湾十六島湾十六島湾

十六島町十六島町十六島町
大光寺大光寺大光寺

許豆神社許豆神社許豆神社

石上神社石上神社石上神社

風車公園風車公園風車公園

風力発電風力発電風力発電

網屋浜台場網屋浜台場網屋浜台場 妙本寺妙本寺妙本寺

石上神社石上神社石上神社

田々神社田々神社田々神社

船守神社船守神社船守神社

蓮行寺蓮行寺蓮行寺

神宮寺神宮寺神宮寺

塩津小学校塩津小学校塩津小学校

旧光中学校旧光中学校旧光中学校

常福寺常福寺常福寺
許豆神社許豆神社許豆神社

持田許豆神社持田許豆神社持田許豆神社

平田北浜郵便局平田北浜郵便局平田北浜郵便局 若宮神社若宮神社若宮神社

駐在所駐在所駐在所

北浜小学校北浜小学校北浜小学校

高島城跡高島城跡高島城跡

18

19

22

十六島灯台十六島灯台十六島灯台
25

25

6 紫菜嶋神社紫菜嶋神社紫菜嶋神社
7

21

14

8

海蔵寺海蔵寺海蔵寺
15

3

聴音壕聴音壕聴音壕20

5

許豆神社許豆神社許豆神社1

12

2

許豆神社許豆神社許豆神社4

10

16

17
11

義勇碑義勇碑義勇碑

白い船の公園：モニュメント白い船の公園：モニュメント白い船の公園：モニュメント

23

24

9

13

十六島湾
路線名 斐川一畑大社線
 十六島直江停車場線
 市道十六島線
 市道多井釜浦塩津線
 風車管理道

釜浦町釜浦町釜浦町

相 代相 代相 代

小津町小津町小津町
多 井多 井多 井

塩津町塩津町塩津町

美保町美保町美保町

十六島鼻十六島鼻十六島鼻

十六島湾十六島湾十六島湾

十六島町十六島町十六島町
大光寺大光寺大光寺

許豆神社許豆神社許豆神社

石上神社石上神社石上神社

風車公園風車公園風車公園

風力発電風力発電風力発電

網屋浜台場網屋浜台場網屋浜台場 妙本寺妙本寺妙本寺

石上神社石上神社石上神社

田々神社田々神社田々神社

船守神社船守神社船守神社

蓮行寺蓮行寺蓮行寺

神宮寺神宮寺神宮寺

塩津小学校塩津小学校塩津小学校

旧光中学校旧光中学校旧光中学校

常福寺常福寺常福寺
許豆神社許豆神社許豆神社

持田許豆神社持田許豆神社持田許豆神社

平田北浜郵便局平田北浜郵便局平田北浜郵便局 若宮神社若宮神社若宮神社

駐在所駐在所駐在所

北浜小学校北浜小学校北浜小学校

高島城跡高島城跡高島城跡

18

19

22

十六島灯台十六島灯台十六島灯台
25

25

6 紫菜嶋神社紫菜嶋神社紫菜嶋神社
7

21

14

8

海蔵寺海蔵寺海蔵寺
15

3

聴音壕聴音壕聴音壕20

5

許豆神社許豆神社許豆神社1

12

2

許豆神社許豆神社許豆神社4

10

16

17
11

義勇碑義勇碑義勇碑

白い船の公園：モニュメント白い船の公園：モニュメント白い船の公園：モニュメント

23

24

9

13

許
豆
五
社
探
訪
（
小
津
町
・
十う

っ
ぷ
る
い
六
島
町
）

　

 

相
代
許
豆
神
社
（
あ
い
し
ろ
こ
づ
じ
ん
じ
ゃ
）

　

許
豆
神
社
（
小
津
）
も
と
村
社
。
小
津
町
４
７
７

番
地
。
主
祭
神
は
、
武
甕
槌
神
。
例
祭
は
、
10
月
19
日
。

社
伝
に
よ
る
と
、
享
保
15
年
（
１
７
３
０
年
）
10
月

16
日
現
在
地
に
創
立
と
い
う
が
、『
出
雲
国
風
土
記
』

に
許
豆
社
が
五
社
載
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
社

と
考
え
ら
れ
る
。『
雲
陽
誌
』
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代

に
は
、
鹿
島
明
神
と
呼
ば
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
明

治
4
年
村
社
に
列
格
し
、
社
名
を
旧
に
復
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

 

十
六
島
許
豆
神
社

　

許
豆
神
社
（
十
六
島
）
も
と
村

社
。
十
六
島
町
８
２
６
番
地
。
主

祭
神
は
、
宇
迦
御
魂
命
、
猿
田
彦

命
、
天
宇
受
売
命
、
例
祭
は
、
旧

２
月
初
午
日
。
境
内
社
と
祭
神
は
、

紫
菜
嶋
神
社
（
事
代
主
命
）。
例
祭
は
、
旧
９
月
16
日
。
通
称
十
六
島
稲

荷
神
社
。『
出
雲
国
風
土
記
』
楯
縫
郡
に
は
許
豆
社
が
官
舎
二
社
、
国
社

三
社
の
五
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
国
社
一
社
が
十
六

島
許
豆
神
社
に
比
例
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
文
政
７
年
（
１
８
２
４

年
）、
宮
司
竹
下
清
賢
が
伏
見
稲
荷
か
ら
分
霊
を
勧
請
し
、
以
来
、
稲
荷

大
明
神
と
呼
ば
れ
た
が
、
明
治
４
年
旧
社
名
許
豆
神
社
に
戻
っ
た
。
境
内

の
紫
菜
嶋
神
社
も
『
出
雲
国
風
土
記
』
所
載
の
国
社
で
あ
る
が
、
い
つ
の

こ
ろ
か
ら
か
津
上
神
社
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
45
年
紫
菜
嶋
神
社

に
復
し
て
、
許
豆
神
社
の
境
内
社
と
し
た
。
十
六
島
海
苔
の
神
様
と
し
て

地
区
民
に
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。

 　

北
の
宮

　

許
豆
神
社
（
小
津
）　

も
と
村
社
。
小
津
町

２
１
２
番
地
。
通
称
北
の
宮
。
主
祭
神
は
、
須
佐

之
男
命
。
例
祭
は
、
10
月
19
日
。『
出
雲
国
風
土

記
』
楯
縫
郡
神
社
記
に
載
る
許
豆
神
社
五
社
の
う

ち
、
官
社
許
豆
神
社
。「
延
喜
式
」
神
社
帳
に
許

豆
神
社
と
あ
る
。『
雲
陽
誌
』
に
よ
れ
ば
、
江
戸

時
代
に
は
切
明
明
神
と
呼
ば
れ
た
が
、
明
治
4
年

旧
社
名
に
復
し
た
。

 　

南
の
宮

　

許
豆
神
社
（
小
津
）　

も
と
村
社
。
小
津
町
南
92
番
地
。
通
称
南
の
宮
。

主
祭
神
は
、
志
那
津
毘
古
命
、
志
那
津
毘
売
命
。
二
神
は
、
伊
弉
諾
命
、
伊

弉
册
命
の
子
神
で
夫
婦
神
。
と
も
に
風
の
神
。
明
治
24
年
の
由
緒
書
出
に
よ

る
と
、
国
引
き
の
と
き
八
束
水
臣
津
野
命
の
大
業
を
授
け
ら
れ
た
の
で
、
去

豆
の
折
絶
（
こ
づ
の
お
り
た
え
）
の
地
に
祀
っ
た
と
い
う
。『
出
雲
国
風
土
記
』

に
許
豆
五
社
が
載
っ
て
い
る
が
、
当
社
は
こ
の
う
ち
の
官
社
許
豆
社
に
比
定

さ
れ
、「
延
喜
式
」
神
名
張
の
許
豆
社
と
さ
れ
る
。『
雲
陽
誌
』
に
よ
れ
ば
、

江
戸
時
代
に
は
、
大
宮
神
社
と
呼
ば
れ
、
慶
長
５
年
（
１
６
０
０
年
）
修
造

の
棟
札
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。
明
治
５
年
旧
社
名
に
復
し
た
。

 　

灘
の
宮

　

許
豆
神
社
（
小
津
）　

も
と
無

格
社
。
小
津
町
２
５
９
番
地
。
通

称
灘
の
宮
。
主
祭
神
は
、
事
代
主

命
。
例
祭
は
、
４
月
１
日
。『
出

雲
国
風
土
記
』
楯
縫
郡
に
載
る
許

豆
社
五
社
の
う
ち
、
国
社
の
許
豆

神
社
に
比
定
さ
れ
る
。

　相代川の上流に沿っ
て山道を登ると、相代
の許豆神社がありま
す。許豆神社の位置関
係を考えるとちょっと
スピリチュアルな感じ
がします。

【出雲河下港発電所の概要】

■所在地／出雲市小津町 1319-1
■最大出力／ 1,950kWh
■年間発電量計画／ 2,000,000kWh
■使用面積／ 41,000㎡
■パネル枚数／ 8,400 枚
■一般家庭世帯数　約 600 世帯数分

通称「北の宮」の持田許豆
神社と通称「南大宮」と呼
ばれる許豆神社とは、日本
海にそそぐ相代川に対面し
ており、お互いの神社から
望むことができます。

出雲河下港発電所から風車

十六島町に多い

「渡部さん」とレトロなお店

　十六島の許豆神社に向かう集落には、「渡

部さん」が多いことに気付きます。大社の

鵜鷺地区も同じですが、こうした地域の人

たちは、屋号で呼び合っているそうです。

また、道中には出雲市内で一番小さなお店

ではないかと思われるＪＡ十六島店舗があ

り、レトロな雰囲気を醸し出していました。

　この神社の最大の特徴は、この地区
の代名詞でもある「十六島海苔」その
海苔の神様として地元の人々に親しま
れている神社があるということです。

　200 段以上の階段をのぼりいざ
十六島の許豆神社へ！運動不足の
体には堪えました。

こぼれ話

地図提供：北浜コミュニティセンター
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紫菜嶋神社
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ユ
ー
ラ
ス
新
出
雲
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
と
十
六
島
の
風
車
公
園

コ
ミ
セ
ン
紹
介
～
北
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

取
材
レ
ポ
ー
ト

　

北
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
北
浜
地
区
は
、
島
根
半
島
か
ら
西
に
突
出
し
た
十
六
島
半

島
部
と
、
こ
の
半
島
か
ら
東
の
摺
木
山
に
い
た
る
山
稜
を
南
の
界
と
し
、
北
は
日
本
海
、
南
は
十
六

島
湾
に
区
切
ら
れ
た
長
い
海
岸
線
を
持
っ
て
い
る
地
区
で
す
。
ま
た
、
十
六
島
湾
で
取
れ
る
岩
海
苔

は
、『
出
雲
国
風
土
記
』
に
も
記
載
さ
れ
る
ほ
ど
歴
史
が
あ
り
、
出
雲
の
特
産
品
と
し
て
有
名
で
す
。

　

平
成
18
年
に
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
環
境
保
護
の
観
点
か
ら
日
本
最
大
級
の
風
力
発
電
施
設
の

工
事
が
始
ま
り
、
平
成
21
年
か
ら
本
格
稼
働
し
ま
し
た
。
北
浜
地
区
に
は
、
20
基
が
林
立
し
こ
の
地

区
の
新
た
な
景
観
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
北
浜
地
区
の
目
標
と
し

て
「
ず
っ
と
活
力
の
あ
る
北
浜
の
郷
」「
ず
っ
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
北
浜
の
郷
」「
ず
っ
と
心
豊
か

な
北
浜
の
郷
」
を
掲
げ
、
歴
史
を
活
か
し
た
取
組
や
新
た
な
景
観
「
風
力
発
電
」
を
活
か
し
た
水
仙

の
郷
づ
く
り
な
ど
特
色
の
あ
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
風
土
記
記
載
の
５
つ
の
許
豆
神
社
の
う
ち
、
小
津
町
に
あ
る
い
わ
ゆ
る
北
の
宮
、
南
の
宮
及

び
十
六
島
の
許
豆
神
社
は
お
詣
り
し
ま
し
た
が
、
残
る
二
つ
の
宮
は
お
そ
ら
く
地
元
の
方
で
な

い
と
所
在
地
は
詳
し
く
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
と
、
こ
の
地
に
嫁
ぎ
40
年
の
Ｔ
さ
ん
に
案
内
を

乞
い
ま
し
た
。
ま
ず
向
か
っ
た
の
は
通
称
「
灘
の
宮
」。
名
前
か
ら
、
お
そ
ら
く
海
辺
に
近
い

所
に
あ
る
だ
ろ
う
と
は
想
像
で
き
ま
し
た
。
案
内
さ
れ
た
の
は
、
現
在
の
主
要
地
方
道 

斐
川

一
畑
大
社
線
か
ら
少
し
斜
面
を
上
が
っ
た
小
さ
な
道
沿
い
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
小
さ
な
道

が
元
々
の
海
岸
沿
い
の
道
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
７
ー
８
段
の
石
段
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
小
さ
な

祠
が
あ
り
ま
し
た
。「
昔
は
毎
日
ご
飯
を
炊
い
て
供
え
た
も
の
だ
け
ど
、
今
は
漁
に
出
る
機
会

も
無
く
な
っ
て
、
め
っ
た
に
参
ら
な
く
な
っ
た
わ
。」
と
語
る
Ｔ
さ
ん
の
ご
主
人
は
遠
洋
漁
業

の
漁
師
さ
ん
だ
っ
た
と
か
・
・
・
毎
日
毎
日
、
夫
の
無
事
の
帰
還
を
祈
り
な
が
ら
お
参
り
し
、

子
育
て
し
て
お
ら
れ
た
日
々
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
主
祭
神
は
事
代
主
命
。

　
そ
し
て
、
次
に
向
か
っ
た
の
は
相
代
の
許
豆
神
社
。「
こ
こ
か
ら
10
分
位
な
も
ん
で
す
。」
と

言
わ
れ
た
け
れ
ど
、
相
代
川
に
沿
っ
て
人
家
も
ま
ば
ら
な
山
道
を
エ
ン
ジ
ン
を
唸
ら
せ
な
が
ら

登
っ
て
い
き
ま
す
。
杉
木
立
の
中
の
一
本
道
は
舗
装
が
さ
れ
て
い
て
も
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
な

い
狭
い
道
。
ハ
ン
ド
ル
を
持
つ
手
が
硬
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
道
の
行
き
止
ま
り
、

昼
な
お
薄
暗
い
木
立
の
中
に
新
し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
鳥
居
が
見
え
た
時
は
安
堵
の
た
め
息

が
出
ま
し
た
。
稲
佐
の
浜
で
大
国
主
命
に
国
譲
り
を
迫
っ
た
タ
ケ
ミ
カ
ズ
チ
ノ
カ
ミ
が
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
里
山
の
20
軒
ほ
ど
で
守
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
下
り
坂
は
思
い
の
他
安
心
な
山
道
に
感
じ
ら
れ
、
車
を
下
り
眺
め
れ
ば
、
日
当
た
り
の
よ
い

南
斜
面
に
面
し
た
集
落
が
桃
源
郷
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
相
代
茶
」
と
い
う
美
味
し
い
お
茶
の
産
地
で
も
あ
る
と
か
。

　
「
ホ
ン
ニ
良
い
と
こ
で
す
が
ぁ
！
気
持
ち
が
晴
れ
晴
れ
し
ま
す
わ
！
」
と
い
う
Ｔ
さ
ん
。

生
れ
た
地
区
で
は
な
い
け
れ
ど
、
嫁
し
て
40
年
、
十
六
島
海
苔
摘
み
作
業
に
出
か
け
、
銭

太
鼓
の
練
習
を
し
、
仲
間
と
ジ
ゲ
起
こ
し
の
寸
劇
を
す
る
。

　
す
っ
か
り
そ
こ
の
風
土
に
溶
け
込
み
、
根
を
張
り
、
地
域
や
人
を
愛
し
暮
ら
し
て
い
く
。

自
然
の
営
み
と
人
間
の
営
み
が
上
手
に
共
存
し
て
い
る
美
し
い
出
雲
の
風
土
を
こ
こ
に
見

つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。　
　

　

平
成
21
年
４
月
、
出
雲
市
の
北
浜
地

区
、
西
田
地
区
、
久
多
美
地
区
、
佐
香

地
区
に
ま
た
が
る
島
根
半
島
湖
北
山
地

地
帯
に
、
日
本
最
大
規
模
の
集
合
型
風

力
発
電
施
設
「
ユ
ー
ラ
ス
新
出
雲
ウ
イ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
」
が
営
業
運
転
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

こ
の
自
然
の
恵
み
１
０
０
％
の
「
風

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
利
用
し
た
ク
リ
ー
ン

な
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
発
電
所
の
近
く
に
は
、

風
力
発
電
所
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

た
め
に
、
出
雲
市
が
十
六
島
風
車
公
園

を
併
設
し
ま
し
た
。

[ 風力発電の概要 ]
●設備容量／総出力 78,000kW（3,000kW の風力発電機 ×26 基）
→一般家庭の約 40,000 世帯分の消費電力量に相当。
出雲市全消費量の 8 割をまかなえる。
●風力発電機／ Vestas 社製（デンマーク）
1 基あたりの定格出力が 3,000kW で国内最大規模の風力発電機。
●風車の大きさ／タワーの高さが約 75 ｍ、ブレード（羽根）の長さ約 44 ｍ、
最高到達点が約 120 ｍになる。

　

楯
縫
郡
の
山
野
の
項
に
記
載
さ
れ
て
い
る
神
名
樋
山
は
標
高

３
２
７
メ
ー
ト
ル
、
出
雲
市
多
久
町
の
大
船
山
の
こ
と
。

　

阿
遅
須
枳
高
日
子
命
（
ア
ジ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）
の
后
の

天
御
梶
日
女
命
（
ア
メ
ノ
ミ
カ
ジ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）
が
多
宮
村
ま
で

い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
多
伎
都
比
古
命
（
タ
キ
ツ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）
を
お

産
み
に
な
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

　

山
頂
近
く
に
は
通
称
「
烏
帽
子
岩
」
と
呼
ば
れ
る
岩
が
あ
る
が
、

そ
の
岩
こ
そ
多
伎
都
比
古
命
（
タ
キ
ツ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）
の
御
魂
の

宿
る
石
神
に
あ
た
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。「
烏
帽
子
岩
」の
下
方
に「
長

滑
の
滝
」
と
呼
ば
れ
る
滝
が
あ
り
、
日
照
り
に
も
枯
れ
な
い
滝
で
あ

る
。

　

こ
の
山
稜
付
近
で
は
、
古
墳
時
代
前
期
か
ら
後
期
の
土
器
が
採
取

さ
れ
「
風
土
記
」
の
時
代
よ
り
４
０
０
年
近
い
前
か
ら
祭
祀
の
場
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　

『
出
雲
国
風
土
記
』
に
記
載
さ
れ
る
4
つ
の
カ
ン
ナ
ビ
野
・
山
は

こ
の
楯
縫
郡
の
神
名
樋
山
の
他
に
、
意
宇
郡
の
神
名
樋
野
（
現
松
江

市
山
代
町
の
茶
臼
山
）、
秋
鹿
郡
の
神
名
火
山
（
現
松
江
市
鹿
島
町

の
朝
日
山
）、
そ
し
て
出
雲
郡
の
神
名
火
山
（
現
出
雲
市
斐
川
町
の

仏
経
山
）
で
あ
る
。

　

カ
ン
ナ
ビ
野
・
山
は
、
神
霊
の
宿
る
神
聖
な
山
と
い
う
意
味
だ
が
、

そ
の
視
点
か
ら
い
う
と
他
に
も
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
山
が
多

く
あ
る
中
で
、カ
ン
ナ
ビ
と
冠
さ
れ
て
い
る
山
は
『
出
雲
国
風
土
記
』

で
は
、
こ
の
4
つ
だ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
4
つ
の
カ
ン
ナ

ビ
の
位
置
関
係
を
見
る

と
、
ほ
ど
よ
く
距
離
を

隔
て
て
宍
道
湖
を
囲
む

よ
う
に
存
在
し
て
い
る
。

　

4
つ
の
カ
ン
ナ
ビ
は

出
雲
世
界
を
守
る
こ
と

を
意
図
し
て
設
置
し
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

楯
縫
郡
の
神
名
樋
山
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